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及び執行の状況の点検及び評価 
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実施日：令和４年１０月２１日 

 新庄市教育委員会は、新庄市教育行政有識者委員会の意見を参考

に、教育委員会に関する令和３年度事務の管理及び執行の状況につ

いて点検・評価を行いました。 

 点検・評価の結果、教育関連の事務事業については、概ね順調に進

んでいるとの評価に至りました。 

 点検・評価した事務事業と教育行政有識者委員会の審議概要は、次

ページ以降に記載しております。 
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     １．第 5 次新庄市総合計画の事務事業評価を活用しました。 

     ２．教育行政有識者委員会の審議概要を添付しています。 
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令和３年度新庄市教育委員会 

事務事業の評価説明資料 



【参考資料】 

令和４年度新庄市教育行政有識者委員会審議概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を行うに  

当たって、新庄市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律  

第２６条第２項に基づき、新庄市教育行政有識者委員会の意見を吟味し、その  

活用を図りました。 

ここに掲載した資料は、教育委員会の事務事業のうちから３事業を抽出し、 

令和４年１０月４日、新庄市教育行政有識者委員会において事業の評価のため

に行った審議内容をまとめたもので、新庄市教育委員会はこれを参考に点検及

び評価を行いました。 

 



 

令和４年度 新庄市教育行政有識者委員会 審議概要 

 

審議内容：『令和３年度教育委員会事務の管理及び執行の状況に係る点検及び評価』 

 

開 催 日 時 令和４年１０月４日（火） 午後１時３０分～午後３時１５分 

開 催 場 所 新庄市役所第二庁舎会議室 

出 席 委 員 
阿部彰委員長、今田雄三副委員長、小野広美委員、髙橋千春委員 

田中雅樹委員、長沼建委員            計６名出席 

欠 席 委 員 なし 

教育委員会事務局 

出席者 

(事業説明者) 

高野博教育長、平向真也教育次長兼教育総務課長、杉沼一史学校教育課長、

渡辺政紀社会教育課長 

対象事業 

『地方教育行政の組織及び運営に関する法律』第 26条の規定に基づく、 

令和３年度教育委員会事務の管理及び執行の状況に係る点検及び評価 

 

下記３事業を抽出し、点検及び評価の対象とした。 

1. 情報教育推進事業                (教育総務課) 

2. 部活動指導員配置促進事業            (学校教育課) 

3. 学校運営協議会推進事業             (社会教育課) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R4.10.4 新庄市教育行政有識者委員会 審議概要 

 

【審議概要】 

1. 情報教育推進事業 

《質疑応答》 

質問及び意見 教育委員会事務局の回答等 

タブレット端末を持ち運ぶことに関して、

重さによる負担は大きいのではないでしょ

うか。また、自由に使えることが懸念の１つ

であると思いますが、その点について配慮し

ていることについて伺います。 

タブレットの持ち帰りは特に低学年の児童にとっ

ては大きな負担になっていることが考えられます。

しかし、それ以上に授業や家庭学習の中で効果が見

込めるため、国が今後の人材を育てるうえで大事な

施策だとして資金を投じて整備した事業です。その

ため、より大きな効果を上げられるように進めてい

きたいと考えているところですが、家庭に持ち帰っ

てどのように使っているのかという点については、

各学校に特色がございます。教材のソフトを導入し

ている学校があるなど、学校によって多少の温度差

はありますが、現在は、一律的な宿題に限らず、一人

一人に寄り添った形でタブレットの活用ができない

かを各学校で模索しているところです。 

タブレット端末で、導入されているソフト

以外でインターネットを使って自分で調べ

ることもできるのでしょうか。 

 フィルタリングの対策をしており、必要な場合に

は調べることも可能です。 

家庭に持ち帰ることに関するお話が出て

いますが、モバイルルーター等のネットワー

クに接続するための環境が整っていない家

庭もあるように思います。そのような場合に

は、教育委員会から貸すというような仕組み

があるのでしょうか。 

モバイルルーター等のネットワーク環境について

は各家庭で整備していただく形にしています。ルー

ター自体の金額は大きいものではありませんが、毎

月通信料がかかります。また、学習以外に様々な使い

方ができるということもあり、各家庭で負担してい

ただくべきであると考えています。しかし、生活が苦

しいという家庭もありますので、今年度から要保護

及び準要保護児童生徒就学援助制度の支援事業の中

で補助させていただいているところです。 

タブレット端末の持ち帰りにあたって、全

ての家庭で使えるような環境にあるという

ことでしょうか。 

全ての家庭ではありませんが、現在は 90％程度の

普及率になっています。 

家庭にネット環境がない児童・生徒が教室

に集まって使っているという話も聞いたの

ですが、そのような事例もありますか。 

学校においてネットワーク環境を整備しています

ので、学校に来て繋ぐこともできます。また、オンラ

イン以外の活用もできます。ただ、コロナにより登校

できないなどの場合に、最大限活用できるよう各学

校に呼びかけておりますので、すべての家庭で繋が

るような形にしていくべきであると考えておりま

す。 
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タブレット端末はどのように活用される

のでしょうか。 

情報活用能力の育成として、タブレットを使って

プログラミングやグラフの作成などの力をつけるた

めに活用しています。また、日々の授業改善や授業改

革もタブレット導入によって進むものと考えていま

す。児童生徒の意見を黒板に書く時間やグループで

話し合った内容を授業で共有・発表する時間がかか

っていましたが、タブレットを使用することで、書き

込んだ意見をそのままタブレットで共有することが

できるなど、様々な活用方法があります。また、調べ

学習では、子どもたちが自分で必要なものを調べて、

それをもとにして学習を進めてまとめていくなどの

活用もできています。タブレット端末を使うことで

学力向上に結びつけていくにはどのように授業改善

をするべきかを各学校と模索して研究しているとこ

ろです。 

タブレットを使用する授業でノートは取

らないのでしょうか。 

ノートや学習シートなどのワークも使用して授業

をしております。授業によってノートなどを使うべ

きなのか、タブレット端末を使うべきなのかについ

て見極めながら行っているところです。 

タブレット端末を令和２年度に購入され

たということですが、更新時期に再び様々な

コストがかかることが考えられます。更新に

ついて、何年ぐらいで考えているのでしょう

か。 

毎年、故障や損傷があり、修理を行っております

が、５～７年ほどで買いかえる必要があると考えて

おります。耐用年数は５年程度でありますが、使い方

によって使用できる年数も変わってきますので、状

態を見ながら対応していくべきであると思います。 

更新の度に令和２年度と同程度の事業費

がかかるのでしょうか。 

令和２年度の事業費の中にはネットワーク整備費

も入っておりますので異なりますが、巨額の費用が

かかりますので、国にも要望していきたいと考えて

おります。 

児童・生徒に1台ずつ貸している状態であ

りますが、小学校から中学校までを通して同

じ端末を使うのでしょうか。 

小学校の間は同じものを使っていただき、中学校

で新たに別の１台を貸与します。新１年生には前年

度の卒業生が使用していたものを貸与します。持ち

物を大事にするというのも大切なことですので、愛

着を持って入学から卒業まで同じものを使っていた

だくという形で行っております。 

バッテリー等の劣化は使い方にもよると

思うので、買い替え時期にも差が出るように

思いますが、買い替えの方法はどのようにお

考えでしょうか。 

故障したものや突然動かなくなったというような

ものもあり、そのような場合には都度交換していま

す。更新の仕方については今後の課題としておりま

す。 
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現在子どもたちが使用しているタブレッ

トは買い取ったものですが、リースを行うこ

とは可能なのでしょうか。 

子どもたちのタブレットは買い取っています。先

生方が校務用で使用するパソコンはリース契約をし

ています。 

SNSでのトラブルや非行問題など、持ち帰

りによって考えられるものはありますか。 

子どもたちが自由にどんなところにもアクセスで

きる状態は心配ですので、新庄市ではセキュリティ

関係を担当業者にお願いしています。危険性のある

サイトには繋がらないようにしています。しかし、授

業と全く関係ないところに繋いでいるというような

報告もありましたので、その都度、しっかりと指導を

して学習を進めているところです。 

タブレット端末やネットワーク環境を整

備したところですが、子どもたちが上手く使

えるようになるため、教職員への指導が次の

ポイントになるのではないでしょうか。 

すべての授業において同じレベルで活かしていく

のは難しいと感じております。教員にも勉強する機

会が求められている中で、今年度の事業として業者

に依頼しまして、ICT支援員に各学校を回っていただ

き、各学校へ指導や機器の使用についての援助をい

ただいています。各学校での活用の進み具合の差を

なくすために ICT の支援事業を行っております。ど

こまでができてどこからができないのかということ

がわからない実情もありますので、その支援を活用

しながらやっていきましょうと学校とも話している

ところです。必ずしも教員だけが指導するのではな

く、子どもたち同士でもお互いに教え合ったりする

ような環境になっていくと、アウトプット学習にも

つながっていくのではないかと期待しているところ

す。 

《まとめ》 

・始まったばかりで様々な課題が見えてきている。教師のスキルアップとともに、家庭学習でも親

子でスキルアップしていくことにより、今後も拡充していただきたい。 
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2. 部活動指導員配置促進事業 

《質疑応答》 

質問及び意見 教育委員会事務局の回答等 

 指導員を増やしていくという点と、地域に

移行したいという２つの思いがありますが、

当面は指導員をどのくらいまで増やす予定

でいるのか、また、地域に変更する場合には、

その段取りとしてどのような順序で進めて

いくのかについてご説明願います。 

 部活動指導員については、もっと人数がいれば良

いものだと思いますが、財源の都合上、１人２１０時

間という制限があります。しかし、普段の部活動以外

に休日の部活動へ活用することが可能であり、指導

員が教員に代わって大会等の引率も可能となってい

るため、２１０時間をより有効に使っていただきな

がら活動しているところです。各学校からも指導員

をもっと増やして欲しいという声が上がってきた場

合には変わっていくと思いますが、現段階では１人

ないし２人の配置で大変助かっているという声をい

ただいています。２つ目の休日の部活動移行につい

ては、現在検討をしながら進めているところです。各

学校の休日の部活動が地域移行する際に、部活動の

受け皿はどこになるのかというところを各学校にア

ンケート調査を実施し、生徒や保護者、教員の方にも

それぞれアンケート調査を行って、その地域移行に

対してどのような思いを持っているのかについて話

を聞いています。今後、市で学校長や市内の各競技団

体の代表、高校の校長先生等をお招きしたうえで、休

日の部活動の地域移行の検討委員会を設ける予定で

す。令和５年度から７年度までに段階的に休日の部

活動の地域移行を行っていけるよう予定をしながら

進めています。 

地域移行というのは、部活動の練習、遠征、

大会の参加も含めての話でしょうか。 

大会や遠征については今後検討委員会の中で話し

合っていかなければならないと考えています。 

指導員の方は、具体的にどのような方なの

でしょうか。資格を持っているような方なの

かお聞きしたいです。 

３時や４時からといった部活動の時間に参加でき

るという方は非常に少なく、スポーツの専門の知識

があり、学校や子どものことのような教育について

ご理解いただける方でなければお願いすることがで

きませんので、学校の教職員の経験のある方や退職

された先生方、またはスポーツ少年団等のコーチを

している方にお願いをしています。 
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今まで部活動というのは教育の一環でも

あったように思いますが、外部の人を頼むこ

とで成果を求めて厳しくなるのではないか

という心配がありますがいかがでしょうか。 

ただいまの考えが、部活動指導員を教員経験者に

お願いする理由の１つであります。勝利至上主義に

なってしまって、土日の部活動が厳しくなるとなれ

ば、子どもたちの負担も大きくなってしまいますの

で、そういった部分も踏まえてどういった方にお願

いできるか、お願いしたならば必ず研修等も必要な

のではないかという点についても、これからの検討

委員会で話し合って参りたいと思います。 

 指導者研修の種類というのはどのような

ものがあるのですか。 

 コーチ等の指導者研修というのはまだないのです

が、部活動指導員の研修はございます。県で実施して

いるものであり、勝利至上ではなく教育の 1 つだ、

学校教育だということやアンガーマネジメント、学

校と連携していく等について研修をしていただいて

います。 

 最近では部活動自体の種類の減少や合同

チームの編成が多くなっていますが、子ども

たちが部活動を選ぶことができないという

点について改善等はできないのでしょうか。 

現在、新庄市内の中学校義務教育学校で、大会に参

加するうえで人数不足によって合同チームを組まな

ければならないという部活動は、すべての学校にあ

ります。その中で、単に廃部・休部という形では子ど

もたちのニーズに応えられない部分もあるので、こ

の地域移行による効果が得られるよう検討したいと

考えております。また市内にあるサッカーのクラブ

チームなどは、学校の部活動と併用して入れる形を

とっているチームもございます。そういった可能性

なども今後の検討会で探って参りたいと思っており

ます。 

 市の体育協会などに参加したい種目があ

って、担当してくれる先生がいて、そこに市

内の子どもたちが集まれることが 1 番の理

想であるように思います。 

 

 コーチの方たちと指導者との兼ね合いは

どのようになるのでしょうか。 

今の部活動を休日に移行する場合の受け皿として

アンケートの中で一番多かった回答は、保護者会が

主催しているクラブでした。休日の活動は保護者主

催のクラブチームに移行して、そのクラブチームに

は学校からの委嘱外部コーチという形を継続して、

夜のクラブ練習と土日の休日の練習を見てもらうと

いう方向になる可能性が高いと考えています。 
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 クラブチームに入っていた場合、学校で出

場するような中体連等には出場できないと

いうお話を聞いたことがあります。その点の

兼ね合いはどのようになっていますか。 

スポーツにおいて協会登録がありまして、二重登

録ができないために部活動で登録するか、クラブチ

ームで登録するかという選択が必要になるところが

多いようです。サッカーに関しては、県大会までは、

登録に関する制限が一切ないそうで、クラブチーム

に所属しながら、所属する中学校の部活動で中体連

等の大会に参加しても罰則はありません。ところが、

東北大会を超えると、サッカーの JFL では、どこで

申し込んでいるかというところをチェックされるた

め、出場は難しくなるということでした。今の段階と

して、サッカーは県大会までは出られるという形で

動いているのだと思っております。 

 少子化によって子どもたちの人数が少な

くなっていくことは確かであると思います。

学校、先生側からすると、部活動を減らせざ

るを得ないという状況にありますが、子ども

たちが可能な限り選択できるようにするな

らば、二重登録ができないというような問題

についても考えていかなければならないの

ではないかと思います。 

中体連関係全中県中も含め、中体連関係の大会ル

ールの見直しとして、クラブチームも中体連に出る

ような規定に変えようという話は全国的な動きとし

てあります。 

 以前学校を訪れた際に、退職された先生が

指導員として指導を行っていて、学校の職員

のように子どもたちと活動している姿を見

て、良い制度だなと感じました。学校から要

望があれば指導員の増員も検討するという

ようなお話であり、方向性も現状維持となっ

ておりますが、ぜひ事業拡充をしていただけ

ればと思います。あわせて、部活の地域移行

というのは大変難しいことであると思いま

した。部活動をすべてなくすという方向では

ないと思いますが、同じ学校の子どもたち同

士で活動する機会も大切でありますので、そ

の点と地域移行との兼ね合いを、ぜひ考えて

いただきたいと思っております。 

 

《まとめ》 

・少子化や働き方改革を背景にした部活の在り方が問われていて、大会そのものが変わりつつある

ようだ。新しい時代に向けての端境期で試行錯誤がある事業だと思う。拡充の方向で、子どもの

存在を第一に考えて、これからの計画を検討していただきたい。 
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3. 学校運営協議会推進事業 

《質疑応答》 

質問及び意見 教育委員会事務局の回答等 

 学校運営協議会の目標はわかるのですが、

具体的な指針を示さないとなかなか進まな

いように思います。その辺の進め方をお聞き

したいです。何か先進例などありましたら教

えてください。 

 学校ごとに協議会との関わり方の希望が違います

ので、委員の方々からいろいろ関わっていただきな

がら、総合的な学習の時間などにおいて、地域活動に

ついて学んだりする機会にお手伝いをいただいてお

ります。具体的に何をしてもらうかを考えた場合、特

別新しいことをやるということではないのが現状で

す。 

今までには協働活動として見守り隊や読み聞かせ

など、そのほかにも様々な活動をしています。これか

ら行うこととしては、毎日・毎週行っていることも含

めて年間での活動を整理して、地域協働活動とはこ

ういうものを実施しているという一覧を出すことで

あると思います。活動についてまとめたうえで、これ

まで以上にまた一緒にやっていきましょうという声

掛けが必要であると考えております。 

 学校と地域が協働でやっていくのは大変

な事業であると思うのですが、子どもたちの

保護者が PTA に参加しないというような風

潮が出てきており、かつ、地域と関わらなく

なってきている現状があるように思います。

お祭りへの参加も含めて、地域と学校とを連

携協働していくというのは、なかなか難しい

のではないかと思いますが、PTAの動きや、

活動等への参加不参加についてわかる範囲

で教えていただきたいです。 

 現在は、PTA以外に PTOという形をとっている学校

もあります。行事やイベントの際に、このような事を

実施するので参加できる人は来てください、という

呼びかけを行い、行事への参加を強制させない活動

があります。 

 PTAのように役員決めなどはなく、参加の募集をし

たうえで希望者にお願いするという組織ができてお

り、それによって行事への参加意欲も変わっている

ように思います。 

 学校と福祉が連携するような活動を推進

していくべきではないかと思います。活動に

よってお年寄りは元気になって、子どもにと

っては学びの時間になれば有効な活動の１

つになるのではないかと考えております。ま

た、学校に通う子どもがいない場合に学校を

頼りにする機会として１番に挙げられるの

が災害だと思っております。災害発生時に拠

点となる建物の１つであることから、防災訓

練を地域で行うことができたら、もしもの時

にも安心できるのではないかと思うので、活

動としてご検討いただきたいです。 
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事業の課題について、年間の活動計画の提

出が必要だというお話がありましたが、その

ほかに、学校を盛り上げようと中心になって

活動している人向けに、地域学校協働活動の

意義や進め方について研修等で学び合う機

会を設けるとそれ以降の活動も進むのでは

ないかと思っています。 

 

 先ほどの意見にもありましたが、防災訓練

を実施する場合には、消防団員の方を活用す

ることで子どもたちも集まってくるのでは

ないかと思いました。今後の活動に関して

は、視野を広くして考えていくことで様々な

取り組みができるのではないか考えたとこ

ろです。 

 

《まとめ》 

・各学校に設置された学校運営協議会を今後どのように運営するかについて各学校で協議し、各学

校区に様々なサポートが入るよう充実を図り、事業を拡充していただきたい。 
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